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1. IPv4ｱﾄﾞﾚｽ枯渇の影響
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IPv4 ○

LSN IPv4 △ 使用可能ﾎﾟｰﾄ数・・？

IPv6 △ 専用ｿﾌﾄ･ｻｰﾊﾞv6化

影響：ﾃﾚﾋﾞ向けwebｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新によりIPv6対応は「技術的には可能」だが
対応不可能な旧機種に対する顧客対応が大きな課題

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
R

web
ｻｰﾊﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ

動画
ｻｰﾊﾞ

ｱｸﾄﾋﾞﾗ・ﾋﾞｴﾗｷｬｽﾄ
専用ｿﾌﾄ
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IPv4 IPv4 ○ Rのﾎﾟｰﾄﾌｫﾜｰﾄﾞ+DDNS

IPv4 LSN IPv4 × 多段NAT越えない・・？

IPv6 IPv4 △ ﾄﾗﾝｽﾚｰﾀがあれば ○

IPv4 IPv6 △ ﾄﾗﾝｽﾚｰﾀがあれば ○

IPv6 IPv6 ○

影響：IPｶﾒﾗによる遠隔監視

インターネット
R R

DDNS

ＩＰｶﾒﾗ

IPｶﾒﾗは原則として「IPv6 Ready Logo」を取得済みだが、IPv4延命対応など
ﾕｰｻﾞｰの利用環境により個別対応する必要有り
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IPv4 IPv4 ○ 専用ｿﾌﾄでNAT越え

IPv4 LSN IPv4 ○ 専用ｿﾌﾄでNAT越え

IPv6 IPv4 ○ 中継ｻｰﾊﾞv6化

IPv4 IPv6 △ 中継ｻｰﾊﾞ･専用ｿﾌﾄv6化

IPv6 IPv6 △ 中継ｻｰﾊﾞ･専用ｿﾌﾄv6化

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
R R

中継
ｻｰﾊﾞ 専用ｿﾌﾄ

HDD・DVDﾚｺｰﾀﾞ

HDD・DVDﾚｺｰﾀﾞのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新によりIPv6対応は「技術的には可能」だが
対応不可能な旧機種に対する顧客対応が大きな課題

影響：HDD・DVDﾚｺｰﾀﾞｰの遠隔番組予約
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IPv4 IPv4 ○ 専用ｿﾌﾄでNAT越え

IPv4 LSN IPv4 ○ 専用ｿﾌﾄでNAT越え

IPv6 IPv4 ○ 中継ｻｰﾊﾞv6化

IPv4 IPv6 △ 中継ｻｰﾊﾞ･専用ｿﾌﾄv6化

IPv6 IPv6 △ 中継ｻｰﾊﾞ･専用ｿﾌﾄv6化

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
R R

中継
ｻｰﾊﾞ

くらしｽﾃｰｼｮﾝ

ECHONET

専用ｿﾌﾄ

影響：白物家電のくらしｻｰﾋﾞｽ

くらしｽﾃｰｼｮﾝのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新によりIPv6対応は「技術的には可能」だが
対応不可能な旧機種に対する顧客対応が大きな課題
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IPv4 IPv4 ○

IPv4 LSN IPv4 ○ 専用ｿﾌﾄでNAT越え

IPv6 IPv4 × ﾄﾗﾝｽﾚｰﾀがあれば ○

IPv4 IPv6 × ﾄﾗﾝｽﾚｰﾀがあれば ○

IPv6 IPv6 △ 中継ｻｰﾊﾞ･専用ｿﾌﾄv6化

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
R R

認証
ｻｰﾊﾞ 専用ｿﾌﾄ

HDD・DVDﾚｺｰﾀﾞ

専用ｿﾌﾄ

HDD・DVDﾚｺｰﾀﾞ

専用ｿﾌﾄ

参考：今後 End to End ｻｰﾋﾞｽを始める場合

くらしｽﾃｰｼｮﾝのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新によりIPv6対応は「技術的には可能」だが
対応不可能な旧機種に対する顧客対応が大きな課題
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2. お客様ｻﾎﾟｰﾄ事例
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事例：IPｶﾒﾗのｻﾎﾟｰﾄ情報
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事例：IPv6のﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾄ(FAQ)
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事例：ｱｸﾄﾋﾞﾗ お客様ｻﾎﾟｰﾄ 動作確認情報一覧
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事例：ﾄﾗﾌﾞﾙ対処ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ

以下省略
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事例：ｱｸﾄﾋﾞﾗ対応の告知

出典 http://actvila.jp/howto/product.html
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3. 研究会における検討に望むこと
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◆認識の確認

・PCﾕｰｻﾞｰとは異なり、家電ﾕｰｻﾞｰは「IPv4・IPv6」など全く関係ない

・家電ﾕｰｻﾞｰは、全てを「ｻｰﾋﾞｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの実現」のみで判断する

・家電ﾕｰｻﾞｰなどの一般消費者が、何もせずに生活が継続できるのが理想である

◆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ提供者に望むこと

・少なくとも既存ﾕｰｻﾞｰには10年程度はIPv4接続の継続を希望する

・国内ISPが一斉にIPv4/IPv6ﾃﾞｭｱﾙ対応することを希望する

(最低限、何らかの形で対応計画の公表を希望する)

・IPv6対応時に利用料金上昇(対応機器個人負担など)を回避する検討を希望する

・LSNを利用しないことを希望する(利用する場合は計画段階で公開を望む)

◆ﾎｰﾑﾙｰﾀｰﾍﾞﾝﾀﾞｰに望むこと

・IPv4/IPv6ﾃﾞｭｱﾙ対応ﾙｰﾀの早期発売を望む

・既存のﾎｰﾑﾙｰﾀの枯渇対応方法(ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新など）の公開を望む

◆端末機器ﾍﾞﾝﾀﾞｰに望むこと・・・自己反省を含め

・IPv6 Ready Logo の取得と表示の促進を希望する

・IPv4ｱﾄﾞﾚｽ枯渇対応に向けて、お客様ｻﾎﾟｰﾄ体制の再構築を希望する

(そのためにもｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ提供者における対応計画の早期公開を希望する)

研究会における検討に望むこと
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グローバルブランドスローガン

全世界の従業員が

開発・製造・販売・サービスを通じて、

人々の豊かなくらしや社会の発展に、

価値あるアイディアを提供しつづけること


